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  テクノロジーデザイン講座 上西・篠崎研究室（篠崎グループ） 

篠崎グループの目標と取組 

 非晶質の秩序―無秩序、均質－不均質をコントロールし、今までなかった材料
設計の軸の確立を目指す。 

 割れないガラスや太陽光発電の高効率化に貢献する革新的材料や部材を生
み出す。 

 積極的に産学連携し、新材料・デバイスを社会に発信。 
 

革新的ガラス材料の開発 
 ガラスには多様な製品群があり、これからの持続可能な豊かな社会を支える

上でも重要な産業である。一方で、ガラスなどの非晶質材料には構造がランダ

ムであるが故に機能性、特性に限界があった。我々はガラスの持つ“ランダム

構造”の中に秩序性を見出したり、ナノスケールの不均質を設計することをコ

ア技術としている。これにより、既存のガラスとは一線を画するユニークなガ

ラスが実現する。新しい材料設計を基盤として、力学特性やフォトニクスなど

幅広く展開する。材料合成から評価までを一貫して行い、PDCAサイクルを構築

しながら機能性の向上と、そのマテリアルデザイン指針の構築を目指す。 

・原子スケールでの非晶質構造の解析と各種機能性との相関を解明 

・マルチスケールの材料力学設計に基づく超高強度ガラスの開発 

・超高効率蛍光ガラス、アップコンバージョンガラスの開発 
 

デバイス化の検討 
 よい材料を作るだけではなく、デバイス成形やそのプロセス開発を通して社

会実装を目指す。特に可用性の低い赤外線を可視光線に変換するアップコンバ

ージョンデバイスを用い、太陽光発電の高効率化などに取り組んでいる。 

・アップコンバージョンガラスファイバー/微小球化の新規プロセス開発 

 ・複合化、集積化、および太陽光発電適応の検討 

 

社会ニーズへの適応 
 ガラス産業において日本は世界的にも有数の地位あり、数多くのガラス企業

やユーザーが存在する。他大学や国研、企業と連携しながら、社会実装に向け

た研究戦略を検討する。 
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